
第５学年２組 算数科学習指導案 

令和７年２月１２日（水）第５校時 

児童数  男子１４名 女子１４名  

                                授業者   

１ 単元名 変わり方を調べよう（２） 

 

２ 児童の実態と本単元の意図 

（１）児童観 

 本学級の児童は、算数の授業において、３年生の頃から少人数指導を行い、習熟度に合わせ

た学習を進めてきている。５年生においても、本来２クラスのところを３クラスに分けて、習

熟度別の学習を行ってきた。 

 1月に実施したアンケート結果から、「算数の学習が好き」「どちらかといえば好き」と答えた

児童は、５７％（１５人）と約半数しかいなかったが、「算数の勉強は生活の中で役に立つ」

「どちらかといえば役に立つ」と答えた児童は９６％（２５人）おり、算数の学習に苦手意識

を感じている児童は多くいるが、現在の生活や将来への必要性を感じながら授業に取り組んで

いることが分かる。 

 また、「自分の考えを人に伝えたり、発表したりすることができる」「どちらかといえばでき

る」と答えた児童は、５７％（１５人）と約半数が発表はできるが、半数は苦手意識を持って

いることが分かる。しかし、「一人で考えるより、みんなで考えた方がよく分かる」「どちらか

といえば分かる」と答えた児童は、９６％（２５人）であった。少人数でのペア学習やグルー

プ学習などには、積極的に参加できる児童が多いことが分かる。この傾向は、他教科や学校生

活全般にも多く見られる。 

 

アンケート結果（１月実施） 

  １ そう思う 

２ どちらかという

とそう思う 

３ どちらかという

とそう思わない 

４ そう思わない 

算数の学習が好き。 6 9 9 2 

算数の問題を解くことは楽しい。 6 10 8 2 

算数の勉強は生活の中で役に立つ。 16 9 1 0 

算数の授業はよく分かる。 5 18 3 0 

問題を解くとき色々な方法で考えることができる。（式・図・表・

数直線・言葉） 
9 14 2 1 

問題を解くときに、今まで習ったことを使って解くことができる。 11 14 1 0 

問題を解くとき、考え方や途中の計算をきちんと書いている。 4 19 2 0 

自分の考えを人に伝えたり、発表したりすることができる。 4 11 8 3 

一人で考えるより、みんなで考えたほうがよく分かる。 9 16 1 0 

授業で分からないことがあったら.１自分で考える。ヒントを探

す。２先生や友達に聞く。３家族に聞く。４そのまま。 
3 16 6 1 

 

 



（２）教材観 

    本単元で扱う変わり方調べは、学習指導要領には以下のように位置付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    これまで第 4学年では、伴って変わる 2つの数量について、それらの関係に注目し、表や

式、図を用いて、変化や対応の特徴を考察することを学習してきている。また、第５学年第 3

単元では、伴って変わる２つの数量の関係が比例の場合について学習している。本単元では、

加法と乗法を用いて表される２つの数量の関係について、表や式、図を使ってかき表しその考

えを説明したり、一方の数量が大きくなった場合のもう一方の数量を求めたりすることができ

るようにすることをねらいとしている。そのとき、表や式、図を有効に活用することができる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指導観 

    本単元では、伴って変わる２つの数量の関係について、表や図に表してその関係を見出すこと

や簡単な場合について比例の関係があることの理解の上に、伴って変わる２つの数量を表や図に

表しその関係をとらえ、関係を式に表し問題を解決する力を育てていく。 

児童はこれまでに、第４学年「変わり方調べ」において、和または差が一定になる２つの数

量関係や比例の関係について学習し、伴って変わる２つの数量関係に着目し、表や図を用いて

変化や対応の特徴をとらえ、関係を式に表して問題を解決してきている。また、第５学年「比

第５学年 A数と計算 

(6) 数量の関係を表す式に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう 

指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ア) 数量の関係を表す式についての理解を深めること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

 (ア) 二つの数量の対応や変わり方に着目し、簡単な式で表されている関係について考察するこ

と。 

 

４年 ５年 ６年 

◎変わり方調べ 

・伴って変わる２つの数量

の関係の考察 

・数量を□や〇などを用い

た式で表すこと 

 

◎比例 

・伴って変わる２つの数量の関

係を表にして調べること 

・用語「比例」 

・表から比例の判断をすること 

◎変わり方調べ 

・伴って変わる２つの数量の関

係の考察 

・数量を□や〇などを用いた式

で表すこと 

◎比例と反比例 

・比例の式と性質 

・比例のグラフ 

・比例の利用 

・反比例 



例」では、伴って変わる２つの数量の関係として表から比例の関係を見いだし、比例の関係を

使って問題を解決することについて学習している。既習事項から本時の課題を捉えられるよう

に、多様な考え方を共有しながら自分に合った考え方を見つけ答えを導けるように指導してい

く。 

 

３ 研究主題との関わり 

本校の研究主題は、「考える力を身に付け、表現できる児童の育成～数学的な見方考え方を取

り入れた授業づくり～」である。研究主題を受け、以下の仮説を設定した。  

 

【仮説１】「基礎基本の定着を図り、振り返ることのできる環境を整え、見通しをもつことで、考え

る力が身に付くだろう。」  

仮説１の具体的な手立てとして、 

手立て① 既習事項を振り返ることができるようにする。 

        ・既習事項を掲示できる、振り返りボードを作成し、教室に常に掲示している。 

        ・算数コーナーを設置し、既習事項を振り返られるようにする。 

 手立て② 習熟度別学習を行う。 

    ・少人数学習で習熟度別に分けた学習を行う。 

    ・スキルタイムを活用し、練習問題に取り組む。 

 

【仮説２】「学び合いの活動を取り入れ、多様な表現方法を活用することで、自分の考えを表現する

力が高まるだろう。」 

仮説２の具体的な手立てとして、  

 手立て① 多様な課題解決方法を提示する。 

    ・一人一台端末でデジタルコンテンツを活用する。 

        ・具体物を用意し、視覚的に考えられるようにする。 

        ・図や表のプリントを作成し、記入できるようにする。 

     手立て② 伝え合う活動を取り入れ、表現する場を設ける。 

        ・ペアやグループでの学習を通して、思考の過程や結果を表現して説明する場を設

ける。 

        ・考える視点や話し合いの視点を明確にすることで、考えを深める。 

 

４ 単元の目標 

    伴って変わる 2つの数量の関係を表す式についての理解を深め、伴って変わる 2つの数量を

見いだして、それらの関係に着目し、表や式、図を用いて変化や対応の特徴について考える力

を養うとともに、伴って変わる 2つの数量の変化や対応の特徴を数学的表現を用いて考えた過

程を振り返り、そのよさに気づき今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

 

 

 

 

 

 



５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力 

伴って変わる 2つの数量につい

て、表や式、図を用いて変化や

対応の特徴を調べ、式に表すこ

とができる。  

伴って変わる 2つの数量の関係

に着目し、表や式、図を用いて

その関係を説明している。 

伴って変わる 2つの数量の関係

について、表や式、図を用いて

考えた過程や結果を振り返り、

多面的にとらえ検討してよりよ

いものを求めて粘り強く考えた

り、数学のよさに気づき学習し

たことを今後の生活や学習に活

用しようとしたりしている。 

 

６ 指導と評価の計画（全１時間）本時１/１ 

時 目標 学習活動 おもな評価基準 

１ 〇伴って変わる 2つの

数量の関係を表や

図、式に表して、問

題解決の方法を説明

することができる。 

・正方形を３０個作るとき、棒は

何本いるか考える。 

・自分の考えと他者の考えを比較 

 し、共通点や相違点を説明す

る。 

・規則性を表した数値の意味を考

える。 

・見つけたきまりを使って、正方

形の数が５０個のときの棒の数

を計算で求める。 

・正方形の数を□個、棒の数を〇

本として、その関係を式に表

す。 

知・技 

・2つの数量関係を式に表す

ことができる。 

思・判・表  

・表や式、図を用いてそれら

の関係を表現し、問題の解

決方法を説明している。 

態度 

・単元の学習を振り返り、価

値づけたり、今後の学習に

いかそうとしたりしてい

る。 

 

 

７ 本時の学習指導（１/１） 

（１）目標  

・伴って変わる 2つの数量の関係を表や図、式に表して、問題解決の方法を説明することがで

きる。 

 

（２）評価規準 

・伴って変わる 2つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、表や式、図を用いてそれら

の関係を表現し、問題の解決方法を説明している。    【思・判・表】（観察・ノート） 

      

 

 

 



（３）展開 

時間 学習活動 教師の発問（◎） 

予想される児童の反応（・） 

指導上の留意点（〇） 

評価（□）支援（⇒） 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 問題を把握す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題をつかむ。 

 

 

 

３ 見通しをもつ。 

 

 

 

４ 自力解決をす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎今日は正方形を使った

問題です。 

◎正方形を横にもう一つ

作るならどのように作

りますか。 

・  連続 

・□□離す 

◎どのような問題が作れ

ると思いますか。 

・必要な棒の本数 

・面積 

◎どちらのパターンが５

年生の問題としてよさ

そうですか。 

◎５年２組は正方形を何

個作るときで考えます

か。 

 

 

 

 

 

 

◎きまりを見つける方法

を周りと確認してみま

しょう。 

 

・図を用いて 

 １＋３×〇＝９１ 

 

 

 

・表を用いて 

４＋３×（〇－１）＝９

１ 

 

 

 

〇実際に黒板に棒で作った正方形

を見せて、問題を予想させる。 

〇問題作りに参加することで、問題

への意識を高められるようにす

る。 

 

 

〇学級で問題を作り上げていく。 

 

 

 

〇かけ算だけで、解ける問題ではな

いことに気づかせる。 

 

〇学級で個数をその場で決める。 

 

 

 

 

〇きまりを見つけることに焦点化

させ、課題を示す。 

〇きまりは式で表すことであると

確認する。 

〇全体で見通しを共有しないこと

で考えが固まらないようにする。 

 

 

〇多様な自力解決の場を用意する。

（タブレット・プリント・具体物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 長さの等しいぼうで正方形を〇〇個作るとき、ぼうは何本いりますか。 

課題 きまりを見つけて、問題を解こう。 

□評価 

（自力解決・班共有） 

伴って変わる 2つの数量を見いだ

して、それらの関係に着目し、表

や式、図を用いてそれらの関係を

表現し、問題の解決方法を説明し

ている。            

【思・判・表】 

（観察・ノート） 

A 図や表を用いて、関係を見つ

け、□や〇を使った式に表すこ

とができる。 

B 図や表を用いて、関係を式に



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６分 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

３分 

 

 

７分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 班で考え方を伝

え合う。 

 

 

 

 

６ 学級全体で出た

考えを共有す

る。 

 

７ まとめをする。 

 

 

８ 適用問題を解く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 本時の学習の振

り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎友達の考えを見てその

考えを説明しましょ

う。 

 

 

 

◎なぜこの式になったの

ですか。 

 

 

 

 

 

◎正方形何個のパターン

をやってみたいです

か。 

・１００ 

・３００ 

・１０００ 

 

◎どのように計算しまし

たか。 

・正方形の数を変えた 

 

◎今日の振り返りをノー

ト書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇グループで協力して友達の求め

方を考えてもよいことを伝える。 

 

〇自力解決や班活動の際に共有す

る児童の考えを見繕う。 

 

〇式の意味を捉えさせるようにす

る。 

 

 

 

 

 

〇一度式を求めていれば、図や表を

用いなくても、解決できることに

気付かせる。 

 

〇正方形の数を□を使った式で表

すと、数値が大きくなっても計算

で求められることに触れる。 

 

〇児童が求めたい問題を選んで解

けるようにする。 

 

〇振り返りの視点として、次にやっ

てみたいことを必ず含んだ振り

返りをさせる。 

 

 

 

 

 

まとめ きまりを式に表せば、問題を解くことができる。 

A 伴って変わる２つの数量関係

を見出して式に表し、説明する

ことができる。 

B 伴って変わる２つの数量関係

を見出して式に表している。 

C 思いつくままに書き出して数

えている。 

 ⇒図や表を提示して、規則性を

見出せるようにする。 

 

 



８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１２日（水）          図               

                                   

                   １＋３×〇〇＝△ 

                  

                    

                  表               

  

                   

４＋３×（○○－１）＝△   

                        

       

                     

 

 

 

 

 

 

４ ８ １２ 

〇〇個  １＋３×□＝〇 

〇○○個 ４＋３×（□－１）＝〇 

□を使うと、どんな個数でも求める

ことができる。 

 

振り返り 

まとめ きまりを式に表せば、求め

ることができる。 

 

 

 

課題 きまりを見つけて、問題を解

こう。 

 

 

 

問題 長さの等しいぼうで正方形

を○○個作るとき、ぼうは何

本いりますか。 

 

 

 

最初の 

正方形 

４本分 

最初の

１本 

３ずつ

増える 

３ずつ

増える 

正方形

の個数 

正方形

の個数 

最初の 

正方形

１個分 


